
平
成
三
十
年
十
二
月
五
日
提
出

質

問

第

一

三

一

号

刑
法
の
性
犯
罪
規
定
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

井

出

庸

生
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刑
法
の
性
犯
罪
規
定
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書

性
犯
罪
の
厳
罰
化
等
を
内
容
と
し
て
第
百
九
十
三
回
国
会
に
お
い
て
成
立
し
た
、
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二

十
九
年
法
律
第
七
十
二
号
。
以
下
「
同
法
」
と
い
う
。
）
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
十
三
日
に
施
行
さ
れ
た
。
同
法
の
改
正

は
、
性
犯
罪
が
「
魂
の
殺
人
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
被
害
者
に
甚
大
な
苦
痛
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被

害
当
事
者
た
ち
が
勇
気
を
持
っ
て
、
長
年
、
改
正
を
要
望
し
て
き
た
背
景
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
法
の
審
議
に
お
い
て

は
、
性
犯
罪
被
害
者
等
か
ら
要
望
が
あ
り
な
が
ら
改
正
に
は
至
ら
な
か
っ
た
事
項
も
数
多
く
残
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
う

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
同
法
は
、
修
正
に
よ
り
同
法
の
附
則
第
九
条
に
検
討
条
項
が
加
え
ら
れ
、
「
政
府
は
、
こ
の
法
律
の

施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
性
犯
罪
に
お
け
る
被
害
の
実
情
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案

し
、
性
犯
罪
に
係
る
事
案
の
実
態
に
即
し
た
対
処
を
行
う
た
め
の
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
」
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
衆
議
院
法
務
委
員
会

及
び
参
議
院
法
務
委
員
会
に
お
い
て
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
た
。
ま
た
、
法
務
省
で
は
、
平
成
三
十
年
四
月
二
十
日
に
、
「
性
犯

罪
に
関
す
る
施
策
検
討
に
向
け
た
実
態
調
査
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
、
性
犯
罪
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
検
討
に

資
す
る
た
め
の
性
犯
罪
の
実
態
に
関
す
る
各
種
調
査
・
研
究
を
着
実
に
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。
同
法
の
附
則
第
九
条
に
検
討

一



条
項
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
目
途
と
さ
れ
る
同
法
施
行
後
三
年
よ
り
早
期
の
段
階
か
ら
、
性
犯
罪
に
関
す
る
施
策
検

討
に
向
け
た
各
種
調
査
や
、
研
究
を
実
施
し
よ
う
と
い
う
法
務
省
の
姿
勢
は
、
同
法
の
国
会
審
議
で
出
さ
れ
た
声
に
真
摯
に
向

き
合
お
う
と
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
姿
勢
を
高
く
評
価
し
、
真
の
見
直
し
議
論
に
資
す
る
調
査
や
研
究
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

を
強
く
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
刑
法
の
性
犯
罪
規
定
の
見
直
し
に
関
す
る
政
府
の
対
応
状
況
等
に
つ
い

て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

政
府
は
附
則
第
九
条
に
示
さ
れ
た
、
法
施
行
後
三
年
を
目
途
に
行
わ
れ
る
検
討
後
に
更
な
る
法
改
正
を
行
う
意
欲
が
ど
れ

だ
け
あ
る
か
。
現
時
点
で
の
決
意
を
具
体
的
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

二

法
務
省
が
設
置
し
た
「
性
犯
罪
に
関
す
る
施
策
検
討
に
向
け
た
実
態
調
査
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
の
こ
れ
ま
で
の
活
動

の
概
要
と
、
今
後
の
予
定
、
特
に
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
最
大
限
、
具
体
的
に
お
答
え
い
た
だ
き
た

い
。

三

附
則
第
九
条
の
検
討
条
項
に
あ
る
「
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
」
と
は
「
二
〇
二
〇
年
七
月
十
三
日
を
目
途
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
が
、
刑
法
改
正
を
行
う
場
合
、
一
般
的
に
、
有
識
者
会
議
、
法
制
審
議
会
へ
の
諮
問
・
答
申
、
政
府
に
よ
る
国

会
へ
の
法
案
提
出
、
国
会
に
お
け
る
法
案
審
議
・
成
立
、
改
正
法
施
行
と
い
う
流
れ
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
「
性
犯
罪

二



に
関
す
る
施
策
検
討
に
向
け
た
実
態
調
査
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
が
何
か
し
ら
の
結
論
を
取
り
ま
と
め
た
場
合
、
そ
の
取

り
ま
と
め
を
元
に
法
制
審
議
会
へ
の
答
申
が
行
わ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
「
性
犯
罪
に
関
す
る
施
策
検
討
に
向
け
た
実
態

調
査
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
の
取
り
ま
と
め
は
調
査
・
研
究
結
果
と
し
、
そ
の
調
査
研
究
結
果
を
も
と
に
議
論
を
行
い
、

法
制
審
議
会
へ
の
諮
問
の
た
た
き
台
と
な
る
見
解
を
取
り
ま
と
め
る
新
た
な
有
識
者
会
議
を
更
に
設
置
す
る
の
か
、
政
府
の

方
針
を
伺
う
。

四

昨
年
の
同
法
の
国
会
審
議
で
は
、
強
制
性
交
等
罪
に
お
け
る
「
暴
行
・
脅
迫
要
件
の
緩
和
・
撤
廃
」
を
被
害
当
事
者
が
強

く
望
む
一
方
で
、
捜
査
機
関
に
よ
る
立
件
、
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
判
断
に
際
し
、
立
件
の
可
否
、
犯
罪
事
実
の
認
定
に
資

す
る
客
観
的
な
要
件
が
失
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
や
当
事
者
に
お
け
る
犯
罪
成
立
の
予
測
可
能
性
が
低
く
な
る
と

い
っ
た
懸
念
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
改
正
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
暴
行
・
脅
迫
要
件
の
緩
和
・
撤

廃
」
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
被
害
者
側
の
要
望
と
、
法
秩
序
の
ぶ
つ
か
り
合
う
、
同
法
最
大
か
つ
最
も
根
源
的
な
論
点
で

あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
「
暴
行
・
脅
迫
要
件
の
緩
和
・
撤
廃
」
に
関
す
る
議
論
が
、
性
犯
罪
法

制
議
論
に
お
け
る
最
も
根
源
的
な
議
論
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
政
府
に
あ
る
か
。

五

昨
年
の
法
改
正
審
議
、
平
成
二
十
九
年
六
月
七
日
、
衆
議
院
法
務
委
員
会
に
お
け
る
私
の
質
疑
に
対
し
、
当
時
の
林
眞
琴

三



刑
事
局
長
は
「
明
治
の
時
代
で
の
立
法
の
出
発
点
が
今
委
員
が
御
指
摘
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
私
が
直
ち
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
か
ら
振
り
返
り
ま
し
て
、
そ
の
よ
う
に
、
明

治
の
時
代
の
立
案
、
立
法
の
時
点
で
の
強
姦
罪
で
あ
る
と
か
準
強
姦
罪
の
本
質
は
何
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

そ
れ
が
同
意
の
な
い
性
交
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
本
質
を
求
め
る
と
い
う
見
解
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
十
分
に
考
え
得
る
と
こ

ろ
の
見
解
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
歴
史
的
に
、
立
案
当
時
に
そ
れ
を
出
発
点
と
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
私
は
お
答
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
強
姦
罪
あ
る
い
は
準
強
姦
罪
の
本
質
を
求
め

る
、
同
意
の
な
い
性
交
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
本
質
を
求
め
る
と
い
う
見
解
は
十
分
に
成
り
立
ち
得
る
考
え
方
か
な
と
思
い

ま
す
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
こ
の
答
弁
の
中
で
林
刑
事
局
長
は
、
「
強
姦
罪
で
あ
る
と
か
準
強
姦
罪
の
本
質
は
何
で
あ
る

の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
同
意
の
な
い
性
交
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
本
質
を
求
め
る
と
い
う
見
解
は
十
分
に
考

え
得
る
と
こ
ろ
の
見
解
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
」
と
繰
り
返
し
て
言
及
し
て
い
る
。
政
府
は
、
刑
法
第
百
七
十
七
条
及

び
第
百
七
十
八
条
の
罪
の
本
質
は
、
「
同
意
の
な
い
性
交
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
、
現
時
点
で
ど
の
程
度
、
具
体
的
な
見

解
を
披
瀝
で
き
る
か
、
そ
の
考
え
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

暴
行
・
脅
迫
要
件
の
緩
和
・
撤
廃
に
関
す
る
議
論
や
、
刑
法
第
百
七
十
七
条
及
び
第
百
七
十
八
条
の
罪
の
本
質
を
、
同
意

四



の
な
い
性
交
に
求
め
る
と
い
う
議
論
は
、
同
法
の
保
護
法
益
の
問
題
に
他
な
ら
な
い
。
刑
法
第
百
七
十
七
条
の
保
護
法
益

は
、
「
性
的
自
由
」
又
は
「
性
的
自
己
決
定
権
」
で
あ
る
こ
と
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
刑
法

第
百
七
十
七
条
は
以
下
の
条
文
と
な
っ
た
。
「
十
三
歳
以
上
の
者
に
対
し
、
暴
行
又
は
脅
迫
を
用
い
て
性
交
、
肛
門
性
交
又

は
口
腔
性
交
（
以
下
「
性
交
等
」
と
い
う
。
）
を
し
た
者
は
、
強
制
性
交
等
の
罪
と
し
、
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
す

る
。
十
三
歳
未
満
の
者
に
対
し
、
性
交
等
を
し
た
者
も
、
同
様
と
す
る
。
」
し
か
し
、
刑
法
第
百
七
十
七
条
の
条
文
は
昨
年

の
法
改
正
以
前
よ
り
、
「
性
的
自
由
」
、
「
性
的
自
己
決
定
権
」
の
二
言
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
保
護
法
益
が
明
記
さ
れ

て
い
な
い
経
緯
と
理
由
を
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

七

保
護
法
益
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
現
在
の
刑
法
第
百
七
十
七
条
前
段
で
は
、
十
三
歳
以
上
の
者
に
対
し
て
は
、
暴
行
・
脅

迫
が
あ
れ
ば
、
被
疑
者
と
被
害
者
の
間
に
同
意
が
あ
っ
た
と
し
て
も
強
制
性
交
等
罪
が
成
立
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
す

る
が
、
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。

八

刑
法
第
百
七
十
七
条
に
保
護
法
益
を
明
記
す
る
。
「
性
的
自
由
」
や
「
性
的
自
己
決
定
権
」
を
明
記
す
る
こ
と
は
、
二
〇

二
〇
年
七
月
を
目
途
と
す
る
検
討
に
お
い
て
、
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
問
う
。

九

イ
ギ
リ
ス
の
二
〇
〇
三
年
性
犯
罪
法
第
一
条
は
「
不
同
意
」
、
同
意
の
な
い
性
行
為
を
犯
罪
と
規
定
し
て
い
る
が
、
同
法

五



第
七
十
四
条
は
同
意
「consent

」
に
つ
い
て
、
「For

the
purposes

of
this

Part,
a

person
consents

if
he

agrees

by
choice,and

has
the

freedom
and

capacity
to

m
ake

that
choice.

」
と
定
義
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
同
意

と
は
、
人
の
選
択
で
あ
り
、
そ
の
選
択
は
、
自
由
と
能
力
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
自
由
を
阻
害
す
る
も
の
と
し
て
は

日
本
の
刑
法
第
百
七
十
七
条
に
明
記
さ
れ
て
い
る
暴
行
・
脅
迫
に
加
え
、
地
位
関
係
性
の
利
用
、
家
庭
内
の
構
成
員
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
能
力
を
阻
害
す
る
要
因
と
し
て
、
薬
物
に
加
え
、
年
齢
、
障
害
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
刑
法
第
百
七
十
七
条
の
保
護
法
益
と
さ
れ
る
「
性
的
自
由
」
、
「
性
的
自
己
決
定
権
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十

七
年
八
月
六
日
、
法
務
省
の
「
性
犯
罪
の
罰
則
に
関
す
る
検
討
会
」
第
十
二
回
会
議
の
中
で
、
井
田
良
氏
が
「
刑
法
の
専
門

家
の
方
に
も
、
か
な
り
深
刻
な
反
省
を
要
す
る
部
分
が
あ
る
と
感
じ
た
の
も
事
実
で
す
。
取
り
分
け
そ
れ
は
性
犯
罪
の
保
護

法
益
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
で
す
。
性
的
自
由
と
か
性
的
自
己
決
定
権
と
か
い
う
伝
統
的
な
法
益
理
解
は
、
重
要
な
部
分
の
検

討
を
な
お
ざ
り
に
し
て
き
た
と
思
う
に
至
り
ま
し
た
」
と
言
及
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
性
犯
罪
の
保
護
法
益
と
さ
れ
る
「
性

的
自
由
」
、
「
性
的
自
己
決
定
権
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
過
去
に
政
府
が
具
体
的
な
答
弁
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
調
べ
た
と

こ
ろ
、
平
成
十
六
年
三
月
十
六
日
参
議
院
法
務
委
員
会
に
お
い
て
、
野
沢
太
三
法
務
大
臣
（
当
時
）
が
「
強
姦
罪
等
の
構
成

要
件
を
構
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
行
為
を
も
っ
て
被
害
者
の
意
思
決
定
の
自
由
を
侵
害
す
る
も
の
と
し
て

六



規
定
す
る
の
が
相
当
か
、
こ
れ
は
大
変
こ
の
立
証
の
困
難
な
問
題
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の

よ
う
な
性
的
行
為
に
関
す
る
意
思
決
定
の
自
由
に
対
す
る
過
剰
な
干
渉
に
な
る
こ
と
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
ま
し

て
、
種
々
の
観
点
か
ら
慎
重
に
検
討
し
対
応
し
て
い
く
べ
き
も
の
」
と
答
弁
し
て
い
る
程
度
で
、
井
田
氏
の
指
摘
は
、
刑
法

の
専
門
家
の
み
な
ら
ず
、
政
府
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
刑
法
第
百
七
十
七
条
の
保
護
法
益
、
「
性

的
自
由
」
「
性
的
自
己
決
定
権
」
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
「
同
意
」
の
よ
う
に
、
よ
り
具
体
的
な
内
容
を
明
示
す

る
た
め
の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、
政
府
は
、
「
性
的
自
由
」
、
「
性
的
自
己
決
定
権
」
に
つ
い
て
、
現

在
ど
の
程
度
具
体
的
な
考
え
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
か
。
例
示
し
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
「
同
意
」
の
よ
う
に
、
で
き
る
だ

け
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。
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